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十
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町まつだい
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ゆ
く
ら
妻
有

山崎

池尻

松之山

美人林・キョロロ

絵本と木の実の
　　　　美術館

まつだい「農舞台」

仙田体験
交流館キラリ

松之山温泉

三省ハウス

千手温泉
千年の湯

うぶすなの家川　西

十日町

中　里

松　代

松之山

妻有焼
陶芸センター

ミオンなかさと
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大
地
の
芸
術
祭 

準
備
万
端
特
集

お
ら
ど
こ
流
の
お
も
て
な
し
で

　世
界
中
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
ぜ
の
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特
　　
　

集

◆
取
り
組
み
団
体

①
ト
ー
ク
の
会

②
杉
浦
ゼ
ミ
を
応
援
す
る
会

③
十
日
町
中
央
地
区
振
興
会

④
大
地
の
生
野
菜
実
行
委
員
会

⑤
十
日
町
市
を
有
名
に
し
隊
　

ご
っ
た
く

⑥
水
沢
地
区
振
興
会

⑦
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
っ
と
こ
い
！

⑧
い
き
い
き
三
ケ
村

⑨
下
条
商
工
会
青
年
部

⑩
下
条
商
工
会

⑪
大
地
の
芸
術
祭
の
下
条

を
盛
り
上
げ
る
会

⑫
石
仏
・
語
ら
い
の
家

　
い
よ
い
よ
、
７
月
29
日
㈰
か
ら

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２
が

始
ま
り
ま
す
�
市
内
の
各
地
域
で

は
、
市
民
が
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
集
落
や
町
内
な
ど
を
知
�
て

も
ら
い
、
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
お
客

さ
ん
を
お
も
て
な
し
す
る
取
り
組

み
が
増
え
て
い
ま
す
�
今
回
は
、

市
民
の
お
も
て
な
し
の
取
り
組
み

を
特
集
し
ま
す
�

千
客
万
来
事
業
の
取
り
組
み

　「
千
客
万
来
事
業
」
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
お
も
て
な

し
に
対
し
て
補
助
す
る
制
度
で

す
。
今
年
は
、
27
団
体
が
取
り
組

み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し

た
お
も
て
な
し
で
お
客
さ
ん
を
迎

え
ま
す
。

い
き
い
き
三
ケ
村
の
皆
さ
ん

　

家
庭
で
作
っ
た
漬
物
や
麦

茶
な
ど
で
お
迎
え
し
ま
す
。

村
の
人
も
総
出
で
休
憩
所
や

作
品
管
理
を
手
伝
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
村

の
中
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。

田
沢
第
２
地
区
振
興
会
の

皆
さ
ん

　

越
後
田
沢
駅
に
隣
接
す
る

作
品
「
船
の
家
」
の
脇
に
屋

台
や
手
作
り
ベ
ン
チ
で
お
迎

え
し
ま
す
。
土
・
日
曜
日
の

お
も
て
な
し
の
ほ
か
、
芸
術

祭
初
日
の
も
ち
つ
き
や
、
８

月
12
日
㈰
の
世
界
一
の
流

し
そ
ば
作
戦
も
企
画
中
。
芸

術
祭
後
の
活

性
化
に
も
つ

な
が
る
よ
う

地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
で

す
ね
。

小荒戸区おもてな
しプロジェクトの
皆さん
　集落みんなで案
内所でのお茶・漬
物のおもてなしや
作品案内を行いま
す。作品鑑賞しな
がら里山の風景を
楽しんでもらいた
いです。

あ・ら・ま・ちの皆さん
　芸術作品の隣で、採れ
たて新鮮野菜、そして小
千谷から津南、越後三山
も望める大パノラマが皆
さんをお待ちしていま
す。作品も広く大きいで
すが、あ・ら・ま・ちの
おもてなしスタッフの心
も広く大きいですよ。

2009年おもてなし事業で実施されたほたるカフェ（西田尻／青木野枝作品「空の粒子」にて）

◆
取
り
組
み
団
体

㉔
清
津
峡
地
区
振
興
会

㉕
芋
川
遊
志
の
会

㉖
田
沢
第
２
地
区
振
興
会

㉗
米
粉
工
房
米
土
里
夢

中
里
地
域

十
日
町
地
域

松代地域 川西地域
◆取り組み団体

⑯小荒戸区おもてなしプロ

ジェクト

⑰まつだい案山子隊

⑱松代区

◆取り組み団体

⑬仁田熊野社神輿会

⑭あ・ら・ま・ち

⑮川西こしひかりブランドづ

くり協議会

いきごみ
インタビューいきごみ

インタビュー

いきいき里山協力隊の皆さん
　布川地区のコミュニティ施設
を、休憩スペースと観光案内所と
して開放（スタッフ在室時のみ）。
８月11日と18日の２日間は、上布
川地区の食生活改善推進員の有志
で、松之山産なめこ汁を提供しま
す。暑い夏に
熱いなめこ汁
で元気になっ
てください。

松之山地域
◆取り組み団体

⑲松之山温泉女将会

⑳下川手集落の〈軌跡〉展実行委員会

㉑Yellow Box（イエロー　ボックス）

㉒サン・マルシェ・ファクトリー

㉓いきいき里山協力隊

いきごみ
インタビュー

いきごみ
インタビュー いきごみ

インタビュー

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）

ベ
リ
ー
ス
プ
ー
ン
︵
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
︶
で

収
穫
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

▼
問
合
せ

：

観
光
交
流
課
　

　
　
　
　
　
芸
術
祭
企
画
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

２
６
３
７
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特
　　
　

集

会
期
前
半 

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　ベリースプーン

は、ベリーを育てる

ことで、人々の関わ

りをつくるアート

プロジェクトです。

2003年以降、地元

の女性が中心となり

管理・運営し、現在、

日本一多い34種類の品種を育ててい

ます。期間中は、ジュースやアイス、

ヨーグルトに加え、限定でケーキも取

り扱います。無農薬で育てられた、安

全でおいしいベリーのメニューを味

わってください。

　
各
地
域
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
中
で
、
唯
一
、
地

元
の
集
落
が
運
営
す
る
の
が
、
芋
川
集
落
。
集
落
所
有
の
情
報
発
信

施
設
「
き
よ
っ
つ
」
に
地
元
住
民
が
滞
在
し
、
案
内
し
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

を
発
行
し
た
り
、
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
り
し

な
が
ら
、
地
元
の
魅
力
を

伝
え
ま
す
。

　車座おにぎり

は、地元の米を

使ったおにぎり

をお客さんにふ

るまい、代わり

にお客さんから

お返しをもらっ

て交流する取り

組みです。今年は10団体を予

定していて、開催場所には赤い

旗が設置されます。日程など

の詳細は、大地の芸術祭ホーム

ページをご覧ください。

　
作
品
制
作
か
ら
期
間
中
の
管
理
ま
で
、

大
地
の
芸
術
祭
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

こ
へ
び
隊
。
そ
の
こ
へ
び
隊
を
、
今
年

は
、
川
西
地
区
の
伽
羅
の
会
と
あ
ぼ
ら
ん

の
皆
さ
ん
が
、
食
事
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。「
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
で
も
、

お
い
し
い
と
喜
ば
れ
ま

す
。
食
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
意

気
込
み
ま
す
。

まだある！おらどこ流のおもてなし

こ
へ
び
隊
を
お
も
て
な
し

▼﹁
伽
羅
の
会
﹂﹁
あ
ぼ
ら
ん
﹂ ︱ 

こ
へ
び
隊
宿
舎
︵
川
西
︶

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
お
も
て
な
し

▼
槻
橋
修
＋
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
設
計
事
務
所
﹁
き
よ
っ
つ
﹂︵
中
里
︶

作品でおもてなし
▶トゥー・ザ・ウッズ「ベリースプーン」（川西）

おにぎりでおもてなし
▶車座おにぎり（全域）

除
雪
車
へ
の
同
乗
者
を
募
集
中
！

　
公
演
前
の
パ
レ
ー
ド
で
の
、

小
学
生
以
上
の
同
乗
者
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

定
員

：

各
回
先
着
13
人

ほかにもたくさんのイベント・ワークショップがあります。詳しくはガイドブックやホームページをご覧ください。

●❶

●❺

●❹

●❼●❻ ●❸

●❽

そ
の
一
部
を

　
紹
介
し
ま
す

その一部を紹介します

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）

　
休
憩
所
や
案
内
・
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
お
客
さ
ん
を
お
も
て
な
し
す

る
団
体
が
集
ま
っ
て
、
情
報
交
換

す
る
場
で
す
。ア
イ
デ
ア
や
悩
み
、

チ
ラ
シ
や
地
図
を
持
ち
寄
っ
て
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
３
日
㈮
午
後
７
時
～

■
会
場

：

本
町
分
庁
舎

■
持
ち
物

：

マ
ッ
プ
や
チ
ラ
シ
な

ど
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

■
申
込
み

：

８
月
１
日
㈬
ま
で
に

団
体
名
・
人
数
・
申
込
者
名
・

連
絡
先
を
大
地
の
芸
術
祭
実
行

委
員
会
（
☎
７
５
７
―
２
６
３

７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
７
―
２
２
８

５
）

■
企
画
・
運
営
・
問
合
せ

：

市
民

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

ひ
と
サ

ポ
（
☎
７
６
１
―
７
４
４
４
）

大
地
の
芸
術
祭
お
も
て

な
し
力Ｕ

Ｐ

 

集
会

お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
る

ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
見
つ

か
り
ま
す
！

日会
�
日
時

�
会
場

❶
大
地
の
芸
術
祭
開
幕
式

　
７
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

　
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

�
キ
ナ
ー
レ
�

※
黄
フ
ァ
ン

然ラ
ン

さ
ん（
中
国
）の
作
品
で
、

動
物
の
行
進
も
あ
り
ま
す

日会 こ
こ
か
ら
キ
�
ク
オ
フ
！

❹
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚

　
８
月
４
日
㈯
午
後
７
時
～
８
時

30
分

　
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

日会 荒
れ
る
日
本
海
の
人
魚
の
演
劇

❺
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
８
月
５
日
㈰

　
仁
田
集
落

日会 仁
田
と
秋
田
の
伝
統
芸
能
の
競
演

❻S
o
k
h
a

（
ソ
カ
）
︱
あ
る
少
女

の
物
語

　
８
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰
午
後
６

時
30
分
～
８
時

　
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

日会 痛
切
ド
ラ
マ
と
サ
ー
カ
ス
の
融
合

❼
ツ
ー
ル
ド
妻
有

８
月
19
日
㈰
午
前
６
時
30
分
開

会
式

全
域

日会 里
山
を
自
転
車
５
５
０
台
で
疾
走

❽
ラ
ジ
コ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
月
19
日
㈰
午
前
８
時
30
分
開

会
式

田
中
飛
行
場
（
六
箇
地
区
）

日会 ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
40
機
の
シ
�
ー

❷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
は
地
域

を
ど
う
見
る
か
︱
発
信
す
る
現

場
、
東
ア
ジ
ア
芸
術
村
」

　
７
月
29
日
㈰
午
後
５
時
30
分
～

７
時

　
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

�
キ
ナ
ー
レ
�

日会 ア
ジ
ア
か
ら
の
芸
術
発
信
の
議
論

❸
ス
ノ
ー
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
バ
レ
エ

２
０
１
２ 

雪
上
舞
踏
会

７
月
30
日
㈪
、
８
月
18
日
㈯
午

後
５
時
～
６
時
、
９
月
15
日
㈯

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

妻
有
大
橋
信
濃
川
河
川
敷

日会 除
雪
車
で
魅
せ
る
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス

会
期
前
半 

イ
ベ
ン
ト
紹
介
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

　
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
は
２
０
０
２
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表

チ
ー
ム
が
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ク

ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
と
命
名
さ
れ
、
ク
ロ

ア
チ
ア
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
毎
年

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
10
年
に
渡
り
ピ
ッ

チ
は
、
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
か

ら
進
め
ら
れ
て
き
た
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ハ
ウ
ス
建
設
事
業
」
は
、
ク
ロ
ア
チ

ア
共
和
国
の
ド
ラ
ゴ
・
シ
ュ
タ
ン
ブ
ク

前
駐
日
大
使
の
紹
介
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア

の
建
築
家
か
ら
建
物
の
基
本
デ
ザ
イ
ン

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

友
好
の
証

あ
か
し

�
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設

　ジャパン・クロアチアフレンドシッ

プハウスが当間高原リゾート内のク

ロアチアピッチに完成し、今後のスポ

ーツをとおした交流に弾みがつけら

れます。

ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ア
チ
ア 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
概
要

　
完
成
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
ク

ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
の
友
好
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
十
日
町
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
拠
点
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
建
物
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
棟
と
シ

ン
ボ
ル
塔
か
ら
な
り
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
棟
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
・

更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。ま
た
、ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ

チ
に
は
２
、
０
０
０
人
の
観
客
が
観

戦
で
き
る
観
覧
席
が
８
月
末
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。
　

【
工
事
概
要
】

●
総
工
費

：

３
億
３
千
万
円

●
建
物

：

地
上
１
階
２
２
５
㎡
、
地

下
１
階
５
９
４
㎡
、
シ
ン
ボ
ル
塔

81
㎡

●
部
屋

：

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１

室
、
選
手
更
衣
室
／
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
４
室
、
審
判
控
室
１
室
、

ト
イ
レ
、
給
湯
室
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

●
設
計

：

ヴ
ィ
ン
コ
・
ペ
ネ
ジ
ッ
チ

さ
ん
、
ク
レ
シ
ミ
ル
・
ロ
ギ
ナ
さ

ん（
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
建
築
家
）

（
利
用
開
始
は
８
月
１
日
㈬
か
ら
）　

　
竣
工
式
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の

ミ
ラ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ツ
特
命
全
権
大
使

を
は
じ
め
浜
田
和
幸
外
務
大
臣
政
務

官
、
国
会
議
員
な
ど
63
人
が
出
席
し
ま

し
た
。そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
チ
ェ
ロ
演
奏
家
ア
ナ
・

ル
ツ
ネ
ル
さ
ん
の
演
奏
や
翆
染
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
琴
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
十

日
町
市
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
友
好
の
絆
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
友
好
の
10
年

■問合せ：スポーツ振興課 ☎756-5013

◇
明
る
く
広
い
ミ
ー
テ
�
ン
グ
ル
ー
ム
︵
写
真
上
︶

◇
ミ
ー
テ
�
ン
グ
ル
ー
ム
の
外
の
テ
ラ
ス
か
ら
は
ク

ロ
ア
チ
ア
ピ
�
チ
が
一
望
で
き
ま
す
︵
写
真
下
︶

ジャパン・クロアチア
フレンドシップ
ハウス完成

　十日町市内で交通空白地となっている八箇・仙田の２地区において、７月17日から予約型乗合タ

クシーの運行を開始しました。これにより、昨年９月から運行を開始した５地区とあわせて、市内７

地区の交通空白地は全て解消され、高齢者などの移動手段が確保されることになります。買い物や通

院、対象集落へのお出かけなどに、どなたでも気軽に利用してください。

※「交通空白地」とは、最寄りのバス停からおおむね１㎞以上離れた集落のこと

◆運行期間：平成25年３月29日㈮まで

◆運行車両：ジャンボタクシーまたは予約状況に

より小型タクシー

◆利用方法

　①乗車希望日の前日までに乗車する便を予約し

ます。

　②停留所で乗車予約した便に乗車します。

　③降車場所は、停留所とします（区域内の集落

に限り運行経路上で利用者が指定する場所も

可能です。ただし、交通安全上、停車できな

い場所がありますので、あらかじめご了承く

ださい）。

◆運賃：１回の乗車につき下表に記載の運賃を降

車する際、運転手に支払ってください。

◆その他：運行時刻やルートなどの内容は、詳し

いチラシを作成し、市役所本庁、本町分庁舎、

中央公民館、水沢・中条・川治・吉田の各公民

館、川西支所で配布しています。

■問合せ：企画政策課企画政策係　☎757-3193

路線名
発着場所 運行日

運行便数
運賃

（１回当たり）対象集落 市街地の停留所

八箇線
落之水、長里、椌木

・クロステン
・十日町郵便局
・本町３丁目
・駅通り
・十日町駅東口
・十日町病院
・市役所本庁

・中条公民館
※飛渡線のみ

・川治公民館
※水沢線、六箇

線、八箇線の
み

火・木曜日
各４便（２往復）

400円

仙田線
小脇、高倉、田戸
※「集落⇔千手地区」の利用も可能

金曜日
４便（２往復）

600円
※千手地区まで

は300円

美佐島線
江道、猿倉、津池、菅沼、大池、十
日町赤倉、（田川町の一部）

月・水・木曜日
各６便（３往復）

200円

飛渡線
魚之田川、東枯木又、西枯木又、蕨
平、三ツ山、上田原、池谷
※「集落⇔中条病院」の利用も可能

月・水曜日
各４便（２往復）

600円
※中条病院まで

は400円

六箇線 船坂、塩ノ又、（田麦の一部）
火・金曜日

各４便（２往復）
400円

真田線
中手、中平、（名ケ山の一部、樽沢
の一部）

火・木曜日
各４便（２往復）

500円

水沢線
（鍬柄沢方面）
（当間方面）

天池、細尾、池ノ尻、南雲、漆島、
池沢、野中、鍬柄沢、水沢市ノ沢、
中在家、大石、当間、珠川、（土市
第１の一部）
※「集落⇔土市地区」の利用も可能

火・金曜日
各４便（２往復）

400円
※土市地区まで

は200円

※いずれの路線も祝日、12月30日〜１月３日は運休します

～市内の交通空白地が全て解消～

予約型乗合タクシーを
運行しています

新規

新規



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

備
え
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行

動
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
を

考
え
ま
す
。

　
８
月
23
日
㈭
午
後
７
時
～
９
時

　

尾
身
誠
司
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ぼ
う
さ
い

代
表
理
事
）

　
・
　
情
報
館
（
☎
７
５
７
―
５

１
０
０
）

・
　
８
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭
・

23
日
㈭
・
30
日
㈭
（
百
年
の
館

／
川
治
）、
８
月
７
日
㈫
、
14

日
㈫
、
21
日
㈫
、
28
日
㈫
（
か

た
く
り
の
宿
／
津
南
町
）
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

１
体
験
に
つ
き
10
～
15
人
※
要

事
前
申
込
み

【
体
験
ブ
ー
ス
】
午
前
の
部

：

そ
ば
打
ち
体
験
、
午
後
の
部

：

草
木
染
め
、
繭
細
工
、
折
り
紙

細
工
か
ら
選
択

体
験
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す

・
　
十
日
町
地
域
振
興
局
農
業

振
興
部
企
画
振
興
課
（
☎
７
５

７
―
５
５
１
８
）

８
月
４
日
㈯
午
後
６
時
～
８
時

三
好
園
庭
、
あ
か
ね
園
庭

夜
店
、
盆
踊
り
、
花
火
な
ど

三
好
園
（
☎
７
５
６
―
２
１
０

６
）、
あ
か
ね
園
（
☎
７
６
８

―
４
５
６
５
）

　
中
学
生
が
暮
ら
し
の
中
で
感
じ

８
月
６
日
㈪
午
前
８
時
～
８
時

30
分

キ
ナ
ー
レ
平
和
の
火
前

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
７

５
７
―
８
９
１
８
）

　
都
市
農
村
交
流
の
指
導
者
と
し

て
県
知
事
に
認
定
さ
れ
た
、
匠
の

技
能
が
体
験
で
き
ま
す
。

７
月
29
日
㈰
～
8
月
5
日
㈰

午
前
9
時
30
分
～
午
後
7
時
※

29
日
は
5
時
ま
で
、
５
日
は
4

時
ま
で

７
月
30
日
㈪

情
報
館

第
58
回
原
水
爆
禁
止

　
　
　

十
日
町
市
民
大
会

「
な
り
わ
い
の
匠
」
と
大
地
を

体
験
す
る
ブ
ー
ス
２
０
１
２

キ
ョ
ロ
ロ
の
森
の
な
か
ま
た
ち

　
キ
ョ
ロ
ロ
の
森
の
生
き
物
た
ち

が
芸
術
作
品
に
大
変
身
し
ま
す
。

ア
ー
ト
を
通
じ
て
里
山
の
生
き
物

た
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日

休 日

日

日内

日

会

会

会

申

会

会

定内￥

問

問

問

問

問

￥

￥
第
67
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

十
日
町
市
・
津
南
町
、
入
賞
・

入
選
・
無
鑑
査
作
品
展

原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
午
前
８
時
15
分
、
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
９
日
午
前
11
時
02
分

に
、
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

三
好
園
・
あ
か
ね
園
納
涼
大
会

７
月
29
日
㈰
～
9
月
17
日
（
敬

老
の
日
）
午
前
９
時
～
午
後
６

時
（
入
館
は
５
時
30
分
ま
で
）

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
３
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
※
大

地
の
芸
術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示

で
1
回
ま
で
入
館
可
、
2
回
目

以
降
は
入
館
料
の
半
額
必
要

・
　「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

（
☎
５
９
５
―
８
３
１
１
）

無
料

生
越（
☎
７
５
６

｜

２
２
８
１
）

三
人
展

　
茂
野
誠
一
郎
（
写
真
）、
茂

野
正
明
（
工
芸
）、
市
村
久
子

（
y
u
m
e
織
）
ら
に
よ
る
作
品

展
。
※
10
日
に
一
回
程
度
作
品
を

入
れ
替
え
ま
す

７
月
29
日
㈰
～
９
月
17
日
（
敬

老
の
日
）
午
前
9
時
～
午
後
６

時旧
第
一
集
会
所
（
上
野
）

茂
野
正
明
（
☎
０
８
０
―
５
４

２
４
―
４
０
５
９
）

日会問

　
花
火
大
会
や
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、
た
く
さ
ん
の
模
擬
店
が

並
び
ま
す
。

７
月
29
日
㈰
午
後
２
時
～
８
時

・
　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
（
☎
７

６
３
―
４
８
１
１
）

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

日会

問

広告掲載

※市では広告を募集しています。詳しくは秘書広報係まで

８
月
５
日
㈰
午
後
４
時
～
８
時

日会問 内

星
と
森
の
詩
美
術
館

縄
文
の
華 

十
日
町
市
の

国
宝
・
火
焔
型
土
器 

展

第
10
回
記
念
事
業

水
沢
伝
統
芸
能
保
存
会

石
場
か
ち
盆
踊
り
ま
つ
り

　
国
宝
を
含
め
、
市
内
出
土
土
器

の
優
品
を
展
覧
し
ま
す
。
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
解
説
会

を
開
催
（
８
月
４
日
除
く
）。「
モ

ノ
の
変
奏
」
も
同
時
開
催
。
初
日

は
午
後
２
時
よ
り
出
品
作
家
５
人

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
。

８
月
３
日
㈮
～
９
月
30
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

毎
週
火
曜
日
、
７
月
30
日
㈪
～

８
月
２
日
㈭

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
※
団
体
割
引
あ
り

・
　
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

日会

問

￥ 休

30
分

水
沢
公
民
館
前
広
場

露
店
、
演
芸
「
成
る
鼓
会
、
特

別
出
演

：

森
繁
哉
さ
ん
、
演

目

：

地
鎮
の
儀
ほ
か
」

金
沢
（
☎
０
９
０
―
３
６
４
７

―
４
１
８
８
）

●入館料：大人500円、高校生300円

●参加費：大人500円、小・中・高生300円

●集合場所・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

４日㈯ 午後７時30分〜８時30分：夜
の昆虫探険（大厳寺）

５日㈰ ・12日㈰〜17日㈮ 午後１時〜
２時30分：里山の生き物探険

５日㈰ ・12日㈰ 午後２時30分〜３時
30分：標本作り講座

11日㈯ 午後１時〜３時：アリ調査

18日㈯ 午後１時15分〜５時：花ごよ
み調査

19日㈰ ・26日㈰ 午後１時〜２時30分：
昆虫解剖講座（定員10人）

25日㈯ 午前５時〜８時：探鳥会

 「森の学校」キョロロ
８月の里山体験プログラム

と
お
か
市

商
店
街
大
ビ
ン
ゴ
大
会

　
本
町
２
丁
目
「
夏
ま
つ
り
」
と

問 日会

清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

　
雪
の
す
べ
り
台
や
雪
中
宝
探

し
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
捕
り
、
そ

う
め
ん
流
し
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

8
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

2
時
30
分

清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場

十
日
町
市
観
光
協
会
中
里
支
部

（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

　
清
津
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
、
ジ
ャ
ズ
や
中
里
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
を
楽
し
む
野
外
音

楽
祭
で
す
。

川
っ
ぺ
り
音
楽
祭

8
月
14
日
㈫
午
後
6
時
～
9
時

清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

無
料

高
橋
（
☎
０
９
０
―
４
５
３
７

―
９
４
７
２
）

日￥問 会日問 会

第
26
回
大
厳
寺
高
原

真
夏
の
雪
ま
つ
り

　
暑
い
夏
を
涼
し
く
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
雪
上
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

ゲ
ー
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
味
の

屋
台
村
や
ち
び
っ
子
が
参
加
で
き

る
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
も
あ
り

ま
す
。
家
族
や
友
達
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

８
月
14
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～

午
後
2
時

大
厳
寺
高
原

無
料

十
日
町
市
観
光
協
会
松
之
山
支

部
（
☎
５
９
６
―
３
０
１
１
）

日￥問 会

問 た
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
主
張
を
発
表
し
ま
す
。

８
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

市
民
会
館

無
料

●
出
場
者
＝
郡
市
内
の
各
中
学
校

代
表
生
徒
12
人

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
企
画
調
整
課
（
☎
７
５
７
―

２
４
０
０
）

日会￥

の
合
同
開
催
で
す
。
当
日
、
商
店

街
の
参
加
店
舗
で
５
０
０
円
以
上

買
い
も
の
を
し
た
人
に
先
着
で
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。
豪

華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

８
月
10
日
㈮
午
後
７
時
～

本
町
２
丁
目
広
場

商
店
街
に
ぎ
わ
い
研
究
所
（
☎

７
６
１
―
７
２
３
０
）

【
第
１
日

：

分
科
会
】

８
月
25
日
㈯
午
後
０
時
30
分
～

５
時（
受
付
午
前
11
時
30
分
～
）

朱
鷺
メ
ッ
セ
・
佐
渡
汽
船
・
万

代
島
・
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
）

子
ど
も
と
教
育
、
暮
ら
し
と
権

利
、
女
性
の
地
位
向
上
、
平
和

な
ど
34
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い

ま
す
。
※
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
あ

日
第
58
回 

日
本
母
親
大
会
in
新
潟

　「
参
加
し
て
つ
な
げ
る
、
い
ろ

ん
な
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
18

日
㈯
～
26
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

左
記
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
次
号
の
市
報
で
紹
介
し
ま
す
。

【
安
田
正
利
・
時
代
小
説
読
み
語
り
】

　
劇
団
民
藝
の
俳
優
の
プ
ロ
の
技

が
物
語
の
世
界
に
ぐ
い
ぐ
い
と
引

き
込
み
ま
す
。

　
８
月
18
日
㈯
午
後
７
時
～
９
時

　
５
０
０
円

●
演
目
＝
藤
沢
周
平
「
お
と
く
の

　
神
」、
松
本
清
張
「
左
の
腕
」

【
古
屋
和
子
・
夜
の
情
報
館
で
聴

く
語
り
の
世
界
】

　
い
つ
も
と
違
う
閉
館
後
の
雰
囲

気
の
中
で
、
し
っ
と
り
し
た
語
り

を
味
わ
い
ま
す
。

　
８
月
25
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～

９
時

　
５
０
０
円

【
小
沢
か
づ
と
さ
ん
・
あ
そ
び
う

た
ラ
イ
ブ
】

　
子
ど
も
も
大
人
も
本
気
に
な
っ

て
「
あ
そ
ぶ
」「
触
れ
合
う
」
を

大
切
に
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
そ

び
歌
ラ
イ
ブ
で
す
。

　
８
月
19
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

【
講
演
会
「
災
害
列
島
ニ
ッ
ポ
ン
、

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
す
る
」】

　
災
害
が
相
次
ぐ
日
本
。
普
段
の

第
３
回
「
情
報
館
ま
る
ご
と

体
感
フ
ェ
ア
」

日 ￥ 日￥ 日

日

問

講内 会 会
り
（
事
前
申
込
み
）

【
第
２
日

：

全
体
会
】

８
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
受
付
午
前
９
時
～
）

朱
鷺
メ
ッ
セ

記
念
講
演
「
貧
困
と
格
差
の
な

い
社
会
を

｜

３
・
11
以
後
…
私

た
ち
は
ど
う
生
き
る
の
か
」
斎

藤
貴
男
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）、
文
化
行
事
「
歌
と
演
奏
」

内 日会



催
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③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

●
受
付
期
間
＝
①
③
８
月
１
日
㈬

～
９
月
７
日
㈮
、
②
年
間
を
通

じ
て
募
集

●
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８
―
33

―
０
２
５
６
）

「
８
月
の
番
組
情
報
」

●
投
影
日
＝
５
日
㈰
・
12
日
㈰
・

19
日
㈰
・
26
日
㈰
午
前
11
時
～

11
時
45
分

　
定
期
番
組

：

８
月
の
星
空

　
企
画
番
組

：

「
宇
宙
生
物
を
追

え
！ 

地
球
外
知
的
生
命
探
査

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
の
歴
史
」

　
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜

２

４
９
３

問

内

●募集期間＝８月１日㈬〜15日㈬※申込み条件の詳細は問い合わ

せてください

　・　都市計画課建築住宅係（☎757-9935）申 問

物　　　件 間 取 り 家賃（月） 戸数

十
日
町

谷内丑市営住宅
（世帯用）

S60年度建築
中層耐火３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

17,000円
〜 25,300円

１戸

四日町市営住宅
（世帯用）

H19年度建築
中層耐火５階建

６帖２室、
5.5帖１室、DK

22,500円
〜 33,500円

１戸

川
西

みのり団地
（世帯用）

H10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖１室、LDK

20,600円
〜 30,700円

１戸

中
里

上山住宅
（世帯用） S62年度建築

鉄骨造３階建

６帖３室、DK 21,000円 １戸

上山住宅
（単身可）

６帖１室、DK 17,000円 １戸

松
代

中通住宅
（世帯用）

H ６年度建築
木造高床３階建

10帖１室、
６帖１室、LDK

19,000円
〜 28,300円

１戸

松
之
山

湯山団地
（世帯用）

H10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、DK

50,000円 １戸

公営住宅入居者募集

統
計
調
査
員
募
集

　
統
計
法
に
基
づ
い
て
国
が
県
、

市
を
通
じ
て
行
う
各
種
統
計
調
査

の
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

調
査
地
域
な
ど
の
条
件
に
合
っ
た

人
に
依
頼
し
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
の
税

務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係

が
な
い
人
で
、
秘
密
の
保
持
や

統
計
調
査
活
動
に
熱
意
と
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
人

●
報
酬
＝
国
の
基
準
に
よ
っ
て
２

～
５
万
円
程
度

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検

な
ど

総
務
課
行
政
管
理
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
３
）

日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

10
分

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

就
職
を
希
望
す
る
人

18
人

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り

９
月
４
日
㈫
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
十
日
町
へ

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
と
事
務

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

９
月
21
日
㈮
～
12
月
20
日
㈭
平

①
一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

問

日

会対定￥

問

自
衛
官
募
集

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

【
３
次
元
C
A
D
入
門
】

９
月
４
日
㈫
・
６
日
㈭
・
11
日

㈫
・
13
日
㈭
午
後
６
時
～
９
時

２
、
４
０
０
円

15
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

作
図
ソ
フ
ト
（S

o
lid

W
o
rk

s

）

の
使
用
方
法
と
作
図
の
基
礎
の

習
得

８
月
15
日
㈬

【
J
W-

C
A
D
初
級
編
】

９
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
４
時

２
、
４
０
０
円

10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

J
W-

C
A
D
を
使
っ
た
簡
単

な
作
図
と
各
コ
マ
ン
ド
の
取
扱

い
の
習
得

８
月
21
日
㈫

日￥定内

会

問

申

申

日￥定内〆 〆

問 内

・
　
・
　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
）（
☎
０
２

５
―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

十
日
町
市
芸
術
協
会

第
23
回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

９
月
２
日
㈰
午
前
７
時
出
発

●
行
き
先
＝
国
立
西
洋
美
術
館
、

山
種
美
術
館
（
東
京
都
）

１
万
円
（
交
通
費
・
入
館
料
・

昼
食
・
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

先
着
45
人

８
月
10
日
㈮
ま
で
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
で

中
央
公
民
館
に
送
付
。
〒
９
４

８
―
０
０
２
２
十
日
町
市
学
校

町
１
中
央
公
民
館
内
「
第
23
回

美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
係

中
條（
☎
７
５
７
―
３
３
２
９
）

日￥定申問　
奉
仕
団
の
団
員
を
募
集
し
ま

皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
員
募
集

８
月
25
日
㈯
午
後
７
時
～
８
時

30
分
（
予
定
）

・
　
８
月
２
日
㈭
ま
で
に
明
石

万
灯

：

十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）、
民

謡
流
し

：

市
観
光
協
会
十
日
町

支
部（
☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）    

日

問

申

平成25年4月1日採用
十日町市職員を追加募集します

す
。出
発
日
の
翌
日
か
ら
４
日
間
、

赤
坂
御
所
や
皇
居
な
ど
の
清
掃
を

し
ま
す
。

●
出
発
日
＝
平
成
25
年
４
月
上
旬

の
日
曜
日
（
４
泊
５
日
）

７
万
４
、
０
０
０
円

先
着
50
人

・
　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
奉
仕

団
事
務
局
・
村
山
（
ぬ
り
ぎ
佛

壇
内
☎
７
５
２
―
０
１
５
２
）

問

申 定 ￥　
詳
し
く
は
国
土
交
通
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

国
土
と
交
通
に
関
す
る
図

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

●受験資格
◎土木上級

　昭和53年４月２日以降に生まれた人で、大

学（短期大学を除く）の土木専門課程を卒業し

た人、または卒業見込みの人

◎土木中級

　昭和53年４月２日以降に生まれた人で、大

学・短期大学・高等専門学校・専門学校の土木

専門課程を卒業した人、または卒業見込みの人

◎臨床心理士

　昭和47年４月２日以降に生まれた人で、㈶

日本臨床心理士資格認定協会認定の臨床心理士

の資格を有する人、または平成25年３月31日

までに取得見込みの人

●必要書類　※申込書類は返却しません

◎土木上級・中級

①職員採用試験申込書（人事係に配置、市ホー

ムページにも掲載）

②成績証明書（最終卒業学校のもの。来春卒業

見込者は最近までのもの）

③卒業証明書（卒業見込者は卒業見込証明書）

④返信用切手（80円切手３枚）

◎臨床心理士

①職員採用試験申込書（人事係に配置、市ホー

ムページにも掲載）

②資格認定書とIDカードの写し（資格取得見

込み者は㈶日本臨床心理士資格認定協会指定

大学院修了証明書と㈶日本臨床心理士資格認

定協会受験資格証明書）

③返信用切手（80円切手３枚）

●一次試験科目
◎土木上級・土木中級

　教養試験（土木上級は大学卒程度、土木中級

は短大卒程度）・専門試験・作文・適性検査

◎臨床心理士

　教養試験（大学卒程度）・作文・適性検査

●二次試験科目
◎土木上級・土木中級・臨床心理士

　面接試験

●初任給
◎土 木 上 級＝ 172,200円

◎土 木 中 級＝ 152,800円

◎臨床心理士＝ 185,800円

※新卒者の場合。職歴により異なります。特例

で減額する場合があります

●共通
◎受付期間＝８月28日㈫までの午前８時30分

〜午後５時15分に持参、または郵送　

※郵送の場合、28日㈫の消印有効

◎試験日時

【第１次試験】

　９月16日㈰（十日町保健センター）

【第２次試験】

　11月上旬予定

　総務課人事係　☎757-9787

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

事
務
ス
キ
ル
基
本
料

９
月
入
校
生
募
集

十
日
町
お
お
ま
つ
り

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し

参
加
団
体
募
集

◇土木上級（若干名）　◇土木中級（若干名）
◇臨床心理士（１人）職種

受験資格などの詳細は、総務課に配置または市ホームページに掲載の採用試験要項をご覧ください。

日

日

問

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん

新
潟
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
３
３

６
７
）

問
（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）    
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【
８
月
９
日
㈭
】

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
30
分

　
下
条
公
民
館

【
８
月
16
日
㈭
】

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
30
分

　
市
役
所
本
庁

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
２
）

で
も
家
族
で
も
無
料
で
相
談
で
き

ま
す
。
※
要
予
約

　
８
月
29
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

　
十
日
町
保
健
所

●
医
師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）

　
・
　
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
部
地
域
保
健
課
（
☎
７
５

７
―
２
４
０
２
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

吉
田
公
民
館

【
８
月
６
日
㈪
・
20
日
㈪
】

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

【
８
月
７
日
㈫
】

午
前
９
時
～
11
時

川
西
庁
舎

【
８
月
17
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

水
沢
公
民
館

【
８
月
20
日
㈪
】

午
前
９
時
～
11
時

松
代
庁
舎

午
前
９
時
～
11
時
30
分

松
之
山
庁
舎

【
８
月
24
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

下
条
公
民
館

【
８
月
27
日
㈪
】

午
前
９
時
～
11
時
30
分

中
里
庁
舎

【
８
月
31
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

中
条
公
民
館

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

か
。
１
０
０
人
の
担
ぎ
手
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

８
月
25
日
㈯
午
後
７
時
～
８
時

30
分
（
予
定
）

女
性
※
年
齢
・
市
外
を
問
わ
ず

●
服
装
＝
黒
た
び
、
黒
ズ
ボ
ン
、

白
さ
ら
し
※
は
ん
て
ん
は
貸
し

出
し
ま
す

・
　
８
月
24
日
㈮
正
午
ま
で
に

白
百
合
の
会
事
務
局
・
樋
熊（
☎

７
６
１
―
７
０
９
０
）

問

対申 日【
８
月
２
日
㈭
】

健
康
相
談
（
保
健
師
に
よ
る
相
談
）

会 会会 会 会 会 会 会会問

●診療時間：午前８時30分〜午後５時

※昼休み時間が医療機関により異なります

　ので、午後の診療開始時間は問い合わせ

　てください

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

池田医院 本町西１ 752-2581

たかき医院 土市５ 758-2361

(十)山口医院 袋町中 752-2174

大熊内科医院 山本１ 752-7066

松之山診療所 松之山 596-2240
26日㈰

５日㈰

19日㈰

８月の休日救急医

問健康支援課成人保健係　☎757-9764

12日㈰

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
不
眠
、
不
安
、
意
欲
の
低
下
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
本
人

日会申

問

会
臨
床
心
理
士
こ
こ
ろ
の
相
談
会

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

　
８
月
３
日
㈮
午
後
１
時
～
３
時

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
・
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係 

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

　
人
間
関
係
や
家
庭
問
題
な
ど
で

日会申

問
全
血
献
血

問

問

会

手
話
奉
仕
員
窓
口
配
置

　
８
月
13
日
㈪
午
前
11
時
～
午
後

３
時

●
配
置
場
所
・
　
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
８
２
）

日

問

市
報
音
訳
版
を
公
開
し
ま
す

　
小
さ
な
文
字
を
読
む
こ
と
が
難

し
い
皆
さ
ん
の
た
め
に
、「
十
日

町
朗
読
サ
ー
ク
ル
」
が
作
成
し
た

市
報
の
音
声
フ
ァ
イ
ル
を
７
月
25

日
号
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
す
。
音
訳
版
は
市
報
発
行

後
、
10
日
ほ
ど
で
公
開
し
ま
す
。

８
月
10
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
～
３

時
30
分
）
※
事
前
申
込
み
不
要

ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
）

福
祉
の
仕
事
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
人
、
福
祉
の
職
場
に
就
職

を
希
望
す
る
人

無
料
※
出
入
り
自
由

求
人
説
明
、
職
業
相
談
、
職
場

相
談
、
資
格
相
談

筆
記
用
具

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
新
潟

￥内持 会対
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１
２

日

　
女
性
だ
け
の
万
灯
で
十
日
町
お

お
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

m
lit.g

o
.jp

）
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

「
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
課
題
＝
乗
り
物
や
ま
ち
の
様
子

な
ど
国
土
交
通
省
の
仕
事
に
関

係
す
る
も
の

小
学
生

９
月
25
日
㈫

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
広
報
課

（
☎
03
―
５
２
５
３
―
８
１
１
１
）

対〆問
女
万
灯
白
百
合
会
募
集

８
月
19
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

（
開
場
０
時
30
分
～
）

市
民
会
館

無
料

健
康
で
長
生
き
で
き
る
方
法

鎌
田
實
さ
ん
（
諏
訪
中
央
病
院

名
誉
院
長
）

￥内講他問 会 日　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
正
し
い
薬

の
使
い
方
、副
作
用
の
話
し
な
ど
、

薬
剤
師
が
出
か
け
て
要
望
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
ま
す
。

団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
職
場
な
ど

無
料
※
会
場
は
各
自
用
意

県
か
ら
の
委
託
事
業
で
す
。
県

民
の
厚
生
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
、
特
定
の

薬
の
宣
伝
は
し
ま
せ
ん

・　

希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で

に
㈳
新
潟
県
薬
剤
師
会
（
☎
０

２
５
―
２
８
１
―
７
７
３
０
）

対￥他申

問
地
域
支
援
事
業
記
念
講
演
会

地
域
で
命
を
支
え
る

聞
い
て
み
よ
う
よ
！

く
す
り
の
お
話

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

福
祉
課
お
と
し
よ
り
相
談
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
８
）

  むし歯のないよい歯の子
６月の３歳児健診を受けた子42人

よい歯の子 住　所 保護者

関 口 紗
さ

矢
や

（高田町２）奈央子

板 場 鈴
りん

奈
な

（高田町３南） 正人

佐藤芙
ふ

由
ゆ

菜
な

（稲荷町３南） 栄作

南 雲 陽
ひ

梨
より

（学校町２） 正和

小川ひより （新座３） 浩之

水 落 　 虹
こう

（新座３） 敦

山 本 好
よし

騎
き

（新座４- ２） 翼

白 川 遼
りょう

太
た

（四日町１） 洋樹

桐 生 　 丈
じょう

（四日町１） 秀雄

富沢凛
りん

太
た

郎
ろう

（塚田） 奈保子

月 岡 玖
く

流
りゅう

（中町） 大介

小 林 真
さ

彩
あや

（谷内丑１） 章子

佐 藤 小
こ

冬
ふゆ

（北新田１） 哲也

土 屋 風
ふう

太
た

（城之古東町）比呂人

丸 山 優
ゆう

己
き

（城之古東町） 拓巳

小 林 達
たつ

矢
や

（塚原町） 正男

よい歯の子 住　所 保護者

宮 内 　 聖
しょう

（山本町１） 学

中 町 桃
もも

子
こ

（河内町） 俊明

北 野 司
かず

真
ま

（関根２） 英雄

根 津 和
かず

弘
ひろ

（下条栄町） 洋平

樋 口 結
ゆう

楓
か

（塩野） 光輝

桑 原 桃
もも

香
か

（大黒沢３） 和司

佐 藤 杏
あん

奈
な

（発電所通り東） 宏

田 村 　 輝
ひかる

（上野） 友明

西 方 倖
こう

心
しん

（みのり団地） 裕幸

小 林 優
ゆう

来
き

（新町新田） 哲也

丸 山 柊
しゅう

平
へい

（原田） 秀昭

高 橋 健
たけ

太
ひろ

（室島） 賢政

長 井 蓮
れん

侍
じ

（干溝） 貴志

吉 楽 遥
はる

弥
や

（本屋敷） 健太

池田有
あ

香
か

俐
り

（田野倉） 善和

福 原 悠
ゆ

愛
あ

（天水越） 健誠

※保護者の承諾を得て掲載しています

離
乳
食
教
室

【
離
乳
の
は
じ
め
て
コ
ー
ス
】

　
８
月
３
日
㈮

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
３
か
月
～
５
か
月
児

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

日対日対 会 会問 持 　
８
月
17
日
㈮

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
７
か
月
～
９
か
月
児

●
受
付
＝
午
前
９
時
45
分
～
10
時

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７

｜

９
７
５
９
）

【
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
】

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
送
付
さ
れ
た
現
況
届
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
内
に
提
出
を
し
な
い
場
合
は
手

当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
現

況
届
な
ど
は
、後
日
送
付
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
提
出
期
間
＝
８
月
１
日
㈬
～
31

日
㈮

【
４
〜
７
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は

８
月
10
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
】

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど

で
父
母
の
い
ず
れ
か
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
４
～
７
月
分
を
８
月
10
日
㈮

に
振
り
込
み
ま
す
。

●
手
当
額
＝
受
給
者
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
５
月
２
日
付
で
送
付

し
た
「
児
童
扶
養
手
当
の
手
当

額
改
定
に
つ
い
て
」
や
手
当
証

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

受
給
者
証
の
更
新
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
】

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
い
と
受

給
者
証
を
交
付
し
ま
せ
ん
。
更
新

が
必
要
な
人
に
は
後
日
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
更
新
期
間
＝
８
月
１
日
㈬
～
31

日
㈮

●
持
参
す
る
も
の
＝
市
か
ら
の
送

付
書
類
、
受
給
者
証
、
印
鑑
、

該
当
す
る
保
護
者
と
子
ど
も
の

医
療
保
険
証
の
写
し

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
の
た
め

の
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　
次
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
支
援
の
た
め
、
保
険
適
用

分
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
者

◇
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童

◇
父
母
の
い
な
い
児
童
と
そ
の
養

育
者

◇
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
障
が
い
の
な
い

親
と
児
童
。
両
親
が
重
度
障
が

い
の
場
合
は
児
童

●
対
象
年
齢

◇
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
（
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）　

◇
２
人
以
上
の
扶
養
児
童
が
い
る

場
合
は
、
最
後
の
１
人
が
非
該

当
に
な
る
ま
で
扶
養
者
は
受
給

資
格
が
あ
り
ま
す

●
助
成
対
象
＝
保
険
診
療（
医
科
、

問

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
―
２
８
１
―
５
５
２
３
）



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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歯
科
、
調
剤
）
の
医
療
費
が
対

象
で
す

●
一
部
負
担
金
＝
保
護
者
の
負
担

の
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
通
院
１
回
に
つ
き
５
３
０
円

（
同
一
の
医
療
機
関
に
ひ
と
月

４
回
ま
で
負
担
、
５
回
目
以
降

は
無
料
）

◇
医
師
の
処
方
に
よ
る
薬
剤
の
費

用
は
無
料

◇
入
院
１
日 

１
、
２
０
０
円

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９
）、
ま

た
は
各
支
所
市
民
課

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　〜１時30分

24年４月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

23日㈭
午前９時
　〜９時30分

23年10月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

８日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年２月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

22日㈬
午前９時
　〜９時30分

22年２月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

９日㈭
午後１時
　〜１時30分

21年２月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）、視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）、着替え、おむつなど

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送ります。
届かない人は母子保健係へ連絡してください

◎２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

８月の乳幼児健診

健康支援課母子保健係　☎757-9759問 ※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

８月の乳幼児相談

期　日 会　　場

１日㈬
千手中央コミュニティセンター
受付時間：午前９時15分〜11時45分

９日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
受付時間：午前10時〜11時30分

松之山 子育て支援センター「にこにこ」
受付時間：午前９時〜11時

17日㈮

十日町保健センター
受付時間：午前10時〜11時30分

中里 子育て支援センター「きらりん」
受付時間：午前10時〜11時

21日㈫
松代 子育て支援センター「すくすく」
受付時間：午前９時〜11時30分

28日㈫
十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時〜正午・午後１時30分〜３時

子育て支援課保育園係　☎757-9169問

〔健康相談〕

〔育児相談〕

８月のちびっこひろば　活動の内容は市報４月 25日号 6〜７ページをご覧ください。

小学生

●集合・　中里総合センター

　（☎763-2493）

【読み聞かせの会「どんぐり」】

　18日㈯午後２時〜３時

　幼児〜小学３年生

　・　情報館（☎750-5100）

【おはなしぴよぴよ】

　４日㈯・11日㈯午前10時30

分〜11時

　乳幼児

　・　情報館（☎750-5100）

【おはなし「たまてばこ」】

　９日㈭午前10時〜11時

　乳幼児とその保護者

　・　情報館（☎750-5100）

【アドベンチャースクール】

　10日㈮「キョロロで木工体

験」

　中央公民館（☎757-5011）

【ボーイスカウト】

　18日㈯〜19日㈰「キャンプ」

　小学１〜５年生

　※１・２年生は親子で参加

　根津（☎757-5077）

【託児付きエアロビクスサークル】

　８月はお休みです

　関口（☎090-1656-0200）

問

対

対

対

日

日

問会

問会

対

日

問会

対

日

問

問

問

日

【十日町おやこ劇場】

「おはなしてんこもり」

　８月はお休みです

　絵本の貸し出しあり

　・　加賀書院（☎752-2114）

「わくわくキッズ（キッズ英語

＆エクササイズ）」

　２日㈭・30日㈭午前10時45

分〜11時45分

　中央公民館

　１・２回目の参加は無料、３

回目から200円

　着替え、飲み物 

「親子de cafe」

　８月はお休みです

　丸山（☎090-2548-0507）

【ぐりぐらルーム】

　８月はお休みです

　水落（☎756-2254）

【おはなしの会「ふきのとう」】

　18日㈯午前10時〜11時

　乳幼児〜小学３年生くらい

　・　千手中央コミュニティセ

ンター（☎768-2308）

【おはなしひろば】

６日㈪「民話地域めぐり『む

かしばなしをたずねよう！』」

午前８時30分〜午後０時30

分

問

対

他

会

日

日

問会

￥

持

問

日

会 問

【すこやかランド】

　28日㈫午前10時〜11時

　生後４か月〜1歳未満の乳児

とその保護者

　・　中央公民館

　（☎757-5011）

【なかよしランド】

　８月はお休みです

　中央公民館（☎757-5011）

【いっしょにあそぼ】

　８月はお休みです

　毎週㈭は午前10時〜11時ま

で部屋を開放します

　・　水沢公民館

　（☎758-3101）

【すくすく教室】

　１日㈬・８日㈬、22日㈬、29

日㈬「プール」午前９時30分

〜11時30分

　千手中央コミュニティセンター

　未就園児と家族

　春日（☎090-4939-7967）

【橘にこにこルーム】

　３日㈮・17日㈮午前９時30

分〜11時30分

　橘高齢者コミュニティセンター

　未就園児と家族

　子育て支援センターえくぼ

　（☎768-2352）

対

日

問会

問会

対

対

日

日

問

問

会

会

問

他

問

問

ポ
リ
オ
予
防
接
種

●
接
種
方
法
の
変
更
＝
９
月
１
日

㈯
か
ら
、
ポ
リ
オ
の
定
期
接
種

が
生
ワ
ク
チ
ン
（
経
口
）
か
ら

不
活
化
ワ
ク
チ
ン（
皮
下
注
射
）

に
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、

9
月
24
日
㈪
、
28
日
㈮
、
10
月

3
日
㈬
、
5
日
㈮
に
予
定
し
て

い
た
秋
期
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
は
、
中
止
と
な
り
ま

す
。
９
月
１
日
か
ら
は
医
療
機

関
で
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
個
別

接
種
と
な
り
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
通
知
が
あ

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
臨
時
集
団
接
種
の
実
施
＝
生
ポ

施設名 開設期間 問合せ

市民プール
7月22日㈰〜 
　8月26日㈰

☎756-5013 
（☎752-0737）

松代プール
7月28日㈯〜 
　8月26日㈰

☎597-2301 
（☎597-3607）

室野プール
☎597-2301 

（☎598-2715）

松之山プール
7月30日㈪〜 
　8月24日㈮

☎596-2265 
（☎596-2194）

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
し
た

　
夏
休
み
の
思
い
出
や
将
来
の
目

標
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

８
月
23
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後

３
時
※
入
退
場
自
由
（
参
加
受

付
は
２
時
ま
で
）

小
学
生
※
低
学
年
は
引
率
同
伴

無
料
※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（h

ttp
://

日

会

こ
ど
も
仕
事
塾
２
０
１
２

w
w

w
.t

e
c

h
n

o
.a

c
.jp

/

jo
e
tsu

/

）

先
着
３
５
０
人

・
　
・
　
７
月
26
日
㈭
～
８
月

17
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
）（
☎
０
２

５
―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

対￥

申

定

問

　
子
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
や
不
登

校
な
ど
に
つ
い
て
不
安
に
思
い
、

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。「
が
ん
ば

ら
な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
聞
い
て
、
同
じ
よ
う
に
悩
ん

で
る
人
と
話
を
し
て
不
安
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

８
月
４
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

中
央
公
民
館

無
料

20
人

韮
澤
文
隆
さ
ん
（
長
岡
市
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

・
　
８
月
２
日
㈭
ま
で
に
フ
ォ

ル
ト
ネ
ッ
ト
代
表
・
関
口
（
☎

７
５
２
―
４
３
０
６
）ま
た
は
、

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業

「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
進

め
る
た
め
に
」
講
話
と
座
談
会

申 講

問

定 日会￥

　
市
内
の
学
校
給
食
で
は
、
主
食

の
米（
米
粉
パ
ン
の
米
粉
を
含
む
）

と
豚
肉
は
１
０
０
％
地
元
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
野
菜
や
キ
ノ

コ
、
果
物
は
地
場
農
産
物
の
使
用

割
合
の
目
標
値
を
設
定
し
て
使
用

平
成
23
年
度
学
校
給
食

地
産
地
消
の
取
り
組
み

し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
目

標
値
の
30
％
に
対
し
、
市
全
体
で

30
・
２
％
と
目
標
値
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
育
と
し
て
、
月
1
回

の「
と
お
か
ま
ち
メ
ニ
ュ
ー
の
日
」

と
、
家
庭
で
実
施
す
る
「
家
族
で

楽
し
む
料
理
の
日
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
事
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
５
７
）

問

【
８
月
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
】

　
８
月
２
日
㈭
～
31
日
㈮

　
生
後
６
か
月
～
大
人

　
４
回
５
、
０
０
０
円
、
１
回
１
、

０
０
０
円
（
２
回
ま
で
）

　
教
室
内
容
や
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
】

　
８
月
９
日
㈭
～
11
日
㈯
（
２
泊

３
日
）

●
行
き
先
＝
国
立
立
山
青
少
年
自

然
の
家
（
富
山
県
）

　
小
学
１
～
６
年
生

　
１
万
５
、
０
０
０
円
（
宿
泊
代
、

食
事
代
、
交
通
費
含
む
）

　
18
人

【
施
設
改
修
に
よ
る
休
館
の
お
知

ら
せ
】

　
８
月
８
日
㈬
～
17
日
㈮

　
・
　
・
　
十
日
町
体
力
づ
く
り

日日 対対 ￥￥
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
・
体
験
教
室

定 他

　
プ
ー
ル
開
設
期
間
中
は
表
中
カ

ッ
コ
内
の
電
話
番
号
に
問
い
合
わ

￥ 休

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し

た
人
だ
け
を
対
象
に
、
8
月
中

に
臨
時
集
団
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
ん
だ
人
に
は
日
程

を
案
内
済
み
で
す
。
ま
だ
申
し

込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

せ
て
く
だ
さ
い
。
　

●
開
場
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
※
市
民
プ
ー
ル
の
み
８
月

12
日
㈰
ま
で
は
午
後
６
時
ま
で

　
無
休

　
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
１
０

０
円
　

日

問

会

申



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成24年7月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年7月25日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

全国大会出場
おめでとう！

◎第47回交通安全子供自転車全国大会　

　（８月１日㈬／東京ビッグサイト）

雲野有理沙、小杉哲也、小林すみれ、佐藤

優奈（以上川治小）

（敬称略）

率
2
分
の
１
以
内
）

・
　
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

前
の
間
に
、
着
工
ま
た
は
完
了
し

た
修
繕
は
対
象
外
で
し
た
が
、
制

度
が
見
直
さ
れ
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
要
件
を
満
た
す
修
繕

で
補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
８
月

31
日
㈮
が
申
請
期
限（
基
金
必
着
）

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）、
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課

あ
り
ま
せ
ん
が
、
名
称
が
「
十

日
町
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ

ー
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

上
下
水
道
局
お
客
様
係
（
☎
７

５
７

｜

３
１
１
５
）

　
㈶
中
越
大
震
災
復
興
基
金
で

は
、
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど

の
修
繕
に
補
助
し
て
い
ま
す
（
昨

年
９
月
10
日
号
市
報
４
ペ
ー
ジ
参

照
）。
当
初
、
被
災
後
か
ら
補
助

開
始
日
（
平
成
23
年
９
月
２
日
）

問

問

情報館　８月のテーマ図書

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「十人十色」

『喜びの種をまく人たち』『16歳 親と子のあ

いだには』など、人生模様の本を紹介します。

「食事と運動の本」

『日本FOOD紀』『トップ・アスリートの声』

など、食と運動に関する本を紹介します。

「おばけがぞろり」

『おばけとしょかん』『ちいさなおばけ』など、

いろいろなおばけの本を紹介します。

「世界をめぐる　ー南アジア・中央アジア・

西アジア編ー」

『10にんのきこり』など、インドやウズベキ

スタン・トルコなどのお話の本を紹介します。

※テーマは一部変更したり追加したりする場合があります
　情報館　☎750-5100問

●
補
助
対
象
事
業
＝
飲
食
店
ま
た

は
商
店
街
団
体
な
ど
が
、
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
誘
客
を
促

進
す
る
た
め
に
行
う
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
導
入
で
、
キ
ャ
リ
ア
フ
リ

ー
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
装
置
を
個
店

ま
た
は
商
店
街
団
体
な
ど
の
区

域
に
設
置
す
る
事
業

●
補
助
対
象
経
費
＝
フ
リ
ー
ス
ポ

ッ
ト
設
置
事
業
に
係
る
機
材
の

購
入
費
及
び
設
定
費
、
電
波
範

囲
の
調
査
費
、
工
事
費
な
ど
の

導
入
経
費
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の

経
費
は
対
象
外

●
補
助
限
度
額
＝
個
店
４
万
円
、

　
制
度
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
飲
食
店
等
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
設

置
支
援
事
業
補
助
金
】

●
補
助
対
象
者
＝
宿
泊
業
、
飲
食

店（
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
・
バ
ー
・

キ
ャ
バ
レ
ー
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

を
除
く
）、
商
店
街
団
体
な
ど

産
業
政
策
課
か
ら
補
助
金

の
お
知
ら
せ

問

申

商
店
街
団
体
70
万
円
（
補
助
率

２
分
の
１
以
内
）

【
中
心
商
店
街
貸
店
舗
改
修
支
援

事
業
補
助
金
】

　
空
き
店
舗
を
貸
し
て
収
益
に
つ

な
げ
ま
せ
ん
か
。
住
宅
兼
空
き
店

舗
の
所
有
者
が
行
う
改
修
工
事
費

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
住
宅
兼
空
き
店

舗
の
所
有
者
で
、改
修
工
事
後
、

貸
出
し
情
報
を
公
開
で
き
る
人

●
対
象
地
域

・
平
成
13
年
に
策
定
さ
れ
た
十
日

町
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
定
め
る
中
心
市
街
地

・
平
成
11
年
に
策
定
さ
れ
た
川
西

町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
に
定
め
る
中
心
市
街
地

・
中
里
、
松
代
、
松
之
山
地
域
で
、

相
当
数
の
商
店
が
集
積
す
る
中

心
部

●
補
助
対
象
工
事

・
住
宅
と
店
舗
の
共
有
部
分
の
分

離
に
必
要
な
建
物
の
内
外
装
の

改
修

・
貸
し
出
す
た
め
に
必
要
な
給
排

水
配
管
設
置
工
事

※
い
ず
れ
も
、
20
万
円
以
上
の
工

事
で
、
補
助
金
交
付
決
定
後
に

着
工
す
る
こ
と

●
補
助
限
度
額
＝
20
万
円
（
補
助

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

修
繕
は
８
月
31
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

　
８
月
10
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後

３
時
※
要
予
約

　
本
町
分
庁
舎

　
お
お
む
ね
30
代
半
ば
ま
で
　

　
若
者
の
た
め
の
仕
事
相
談

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か
（
☎

０
２
５
８

｜

38

｜

６
１
８
１
）

【
多
重
債
務
相
談
】

　
解
決
策
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
８
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
※
要
予
約

　
本
庁
相
談
室

　
借
金
ト
ラ
ブ
ル

　
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
７

５
７

｜

３
７
４
０
）

【
消
費
生
活
相
談
電
話
】

　
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
買
い
物
や
契
約
で
困
っ
て
い
る
人

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
４
０

【
教
育
相
談
（
青
少
年
）】

　
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
要
予
約

　
・
　
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６

｜

５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

【
女
性
相
談
専
用
電
話
】

　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
０
１

（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）

【
心
配
ご
と
相
談
】 

◇
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
16
日
を
除
く

◇
社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所

　
８
月
17
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
川
西
・
松
代
・
松
之
山
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
） 

中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ

（
☎
７
６
１
―
７
４
７
４
）

講

問　
７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期
及
び

介
護
保
険
料
第
４
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
７
月
31
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

７
月
の
納
税
・
納
付

問

【
法
律
相
談
】

　
毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
16
日
を
除
く

　
本
庁
相
談
室

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）
へ
予
約

【
行
政
相
談
】

【
８
月
10
日
㈮
】

　
午
前
10
時
～
正
午

　
本
庁
相
談
室

【
８
月
22
日
㈬
】

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
は
あ
と
ふ
る
川
西

【
８
月
18
日
㈯
】

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
中
里
庁
舎

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
毎
週
㈪

●
博
物
館
＝
な
し

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
毎
週
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
な
し

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・

22
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
な
し

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
な
し

８
月
の
休
館
日

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

問問 日会会会会問 【
人
権
相
談
】

　
８
月
は
開
催
し
ま
せ
ん

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
定
例
年
金
相
談
】

　
８
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

　
ク
ロ
ス
テ
ン

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
４
８
）

【
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
】

問 会

会 日

日

問 内 対問

問

会内 日日

問

会 内日 日

Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
教
室

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
ヨ
ガ

　
心
と
体
に
疲
れ
を
抱
え
込
ま
な

い
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
婦
人
科
（
冷
え
性
ほ
か
）
講
座
】

お
ひ
と
り
で
コ
ー
ス

８
月
１
日
㈬
午
後
７
時
30
分
～

９
時

お
子
様
連
れ
Ｏ
Ｋ
コ
ー
ス

８
月
４
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

30
分

【
腰
痛
・
肩
凝
り
予
防
講
座
】

お
ひ
と
り
で
コ
ー
ス

８
月
８
日
㈬
午
後
７
時
30
分
～

９
時

お
子
様
連
れ
Ｏ
Ｋ
コ
ー
ス

８
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

30
分

お
ひ
と
り
で
コ
ー
ス

：

中
里
保

健
セ
ン
タ
ー
、
お
子
様
連
れ
Ｏ
Ｋ

コ
ー
ス

：

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

成
人
女
性

1
講
座
2
、
０
０
０
円
（
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
会
員
は
１
、５
０
０
円
）

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で

も
代
用
可
）、飲
み
物
、タ
オ
ル
、

Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
会
員
は
会
員
証

久
保
田
祥
子
さ
ん

日 日 日 日

　
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課

日日他　
上
下
水
道
局
の
料
金
徴
収
や
開

閉
栓
な
ど
の
業
務
を
、
8
月
1
日

㈬
か
ら
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
に
委
託
し

ま
す
。
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
で

平
日
の
営
業
時
間
が
延
長
さ
れ
、

土
曜
日
も
業
務
が
行
わ
れ
る
な
ど

窓
口
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

●
８
月
か
ら
の
営
業
時
間
＝
平

日

：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
、
土
曜
日

：

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

　
事
務
所
は
現
在
の
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
（
西
本
町
３
）
で
変
更

「
上
下
水
道
局
お
客
様
係
」
の

業
務
を
民
間
に
委
託
し
ま
す

対 会￥持
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

他

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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７

「
水
の
都
」

｜

蘇
州

40

No.23

　
中
国
で
は
「
上
に
天
国
あ
り 

、
下

に
蘇
杭
あ
り
（
＝
蘇
州
と
杭
州
は
天
国

と
同
じ
く
ら
い
す
ば
ら
し
い
土
地
だ
）」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
今
回

紹
介
す
る
蘇
州
で
私
は
７
年
間
生
活
し

て
い
ま
し
た
。
上
海
か
ら
新
幹
線
で
30

分
程
度
の
場
所
に
位
置
し
、
上
海
の
け

ん
騒
と
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
落
ち
着

い
た
街
で
す
。
蘇
州
は
「
水
郷
蘇
州
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
街
の
い
た
る
所
に

水
路
が
通
り
、
点
在
す
る
古
い
「
園
林

（
＝
庭
園
）」
は
人
々
の
生
活
と
密
接
し

て
い
ま
す
。

◆
園
林

　
蘇
州
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
蘇

州
古
典
園
林
（
蘇
州
に
あ
る
歴
史
的
な

庭
園
の
総
称
）。
60
か
所
の
園
林
の
う

ち
現
在
一
般
に
公
開
し
て
い
る
の
は

19
か
所
で
す
。「
私
家
園
林
（
個
人
の

所
有
だ
っ
た
庭
園
）」
が
ほ
と
ん
ど
で
、

９
か
所
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
建
物

　
蘇
州
の
市
街
地
は
水
路
に
挟
ま
れ
な

が
ら
「
白
壁
青
瓦
」
の
伝
統
的
な
建
物

が
並
ん
で
い
ま
す
。
現
在
も
こ
の
建
物

に
は
一
般
市
民
が
生
活
し
て
い
て
、
現

代
的
な
お
店
も
入
っ
て
い
ま
す
。
伝
統

と
現
代
が
融
和
し
た
雰
囲
気
が
蘇
州
独

特
の
味
に
な
り
ま
す
。

　「
水
の
蘇
州
の
　
花
散
る
春
を
」（
蘇

州
夜
曲
）
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
船
に

揺
ら
れ
な
が
ら
蘇
州
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

　
☎
７
５
７

�

３
１
１
２

■
問
合
せ

：

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

南中学校　卓球部

　１年生14人、２年生12人、３年生11人の

37人が所属する卓球部。南中学校では吹奏

楽部に次ぐ２番目に大きな部活です。今年の

目標は県大会優勝。男子団体は郡市大会と、

先日行われた中越大会でともに優勝し、県大

会へと順調にコマを進めました。卓球部の過

去最高は中越大会３位だったので今年はすで

に記録を塗り替えました。7月25日・26日に

行われる県大会に向けてがんばっています。

　
活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
�
左
記
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
�

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ

☎
０
８
０

�

３
５
２
２

�

２
３
１
０

④ 野
澤
康
平
部
長
・
小
林
俊
輝
副
部
長
―
―
卓
球

部
は
楽
し
く
て
明
る
い
、元
気
の
い
い
部
で
す
。

県
大
会
優
勝
の
目
標
に
向
け
て
放
課
後
の
学
校

で
の
部
活
動
の
あ
と
、
さ
ら
に
参
加
で
き
る
部

員
は
自
主
的
に
総
合
体
育
館
で
練
習
を
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
選
手
の
力
に
な
る
応
援
を

す
る
た
め
に
も
、
団
結
力
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
あ
い
さ
つ
、
応
援
、

返
事
、
マ
ナ
ー
が
し
っ
か
り
で
き
る
部
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

影
山
裕
一
先
生
―
―
素
直
で
明
る
い
生
徒
た
ち

で
す
。
部
活
動
の
あ
と
の
夜
の
練
習
ま
で
、
週

末
を
除
く
と
は
い
え
毎
日
す
ご
い
な
と
感
心
し

ま
す
。
男
子
卓
球
の
県
大
会
優
勝
と
い
う
の
が

十
日
町
地
域
の
悲
願
。
早
く
達
成
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
今
年
優
勝
し
た
い
で
す
ね
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

　
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
が

含
ま
れ
る
甲
虫
の
仲
間
で
、
日
本
で
は

約
90
種
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
虫
は
流
線
形
を
し
て
い
て
、
オ
ー

ル
の
よ
う
な
形
を
し
た
後
ろ
足
を
使
っ

て
水
中
を
自
在
に
泳
ぎ
、
弱
っ
た
生
物

や
死
骸
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

幼
虫
も
水
の
中
で
育
ち
ま
す
が
、
実
は

成
虫
よ
り
も
ど
う
猛
で
、
魚
や
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
を
鋭
い
ア
ゴ
で
捕
ま
え
て
食

べ
ま
す
。
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
は
多
く

の
種
が
小
さ
く
、
体
長
３
～
10
㎜
程
度

で
す
が
、
一
部
は
40
㎜
を
越
え
る
大
き

な
種
も
あ
り
、
水
田
な
ど
の
身
近
な
環

境
に
す
む
生
物
と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
ナ
ミ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
と
て

も
大
き
い
種
で
、
昔
は
日
本
各
地
の
た

め
池
や
田
ん
ぼ
で
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
農
地
改

良
に
よ
る
餌
や
生
息
環
境
の
減
少
、
農

薬
や
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の
悪
化

な
ど
が
原
因
で
急
激
に
数
を
減
ら
し

ま
し
た
。
今
で
は
環
境
省
に
よ
っ
て
準

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
十
日
町
市
で
は
、
数
は
少

な
い
な
が
ら
今
で
も
山
の
た
め
池
な

ど
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
彼
ら
が
す
む
こ
と
の
で
き
る
豊
か

な
水
辺
の
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

Ｑ 

ど
う
い
�
た
内
容
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

　
50
年
間
飛
行
機
一
筋
で
現
在
30
数
人

の
仲
間
と
六
箇
地
区
の
田
中
飛
行
場
を

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
飛
行

機
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
も

の
か
ら
電
動
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
種
類

や
大
き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
お
の
お
の

好
き
な
機
体
を
飛
ば
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外
で
も
交

流
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
航
空
会
社
の
職

員
と
も
15
年
ほ
ど
家
族
ぐ
る
み
の
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
新
聞
で

活
動
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
今
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
フ
ラ
イ
ト
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。

Ｑ 

活
動
を
通
し
て
の
悩
み
は
あ
り
ま

す
か
？

　
田
中
飛
行
場
で
は
活
動
と
並
行
し

て
飛
行
場
の
管
理
も
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
滑
走
路
の
整
備
が
大
変
で
す
。

ま
た
、
大
地
の
芸
術
祭
の
イ
ベ
ン
ト
が

無
事
に
終
わ
る
よ
う
に
と
心
配
事
が

尽
き
ま
せ
ん
。

Ｑ 

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

　
と
こ
と
ん
楽
し
む
趣
味
の
会
と
し

て
、
仲
間
た
ち
と
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
、
年
齢
、
職
業
を
超
え
て
純
粋

に
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
を
楽
し
み
ま
す
�

 

十
日
町
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ

上海

東京

北京

南京

十日町市

蘇州

水と深く関わって生
活している地元の人 ナミゲンゴロウ



連
載
コ
ー
ナ
ー

連
載
コ
ー
ナ
ー
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十日町の働く現場を紹介します
■問合せ：産業政策課　☎757-3139

市報とおかまち　平成24年7月25日号21

我が家のイクメン☆カジダン募集中！家事育児に取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係☎757-3112

わが
家の

わが
家の

▼
皆
さ
ん
が
待
ち
に
待
�
た
第
５
回
大
地

の
芸
術
祭
の
開
催
が
迫
�
て
い
ま
す
。
作

家
さ
ん
を
は
じ
め
、
作
品
制
作
に
携
わ
�

た
こ
へ
び
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
お
も
て
な
し
︵
千
客
万
来

事
業
︶
で
活
躍
さ
れ
る
集
落
の
皆
さ
ん
、

多
く
の
作
品
に
出
逢
う
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
芸
術
祭
フ
�
ン
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
�
て
作
り
上
げ
る
芸
術
祭
が
い
よ

い
よ
幕
を
開
け
ま
す
。

▼
芸
術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト
は
購
入
さ
れ
ま
し

た
で
し
�
う
か
。
割
引
価
格
で
購
入
で
き

る
の
は
28
日
ま
で
で
す
！
パ
ス
ポ
ー
ト
を

片
手
に
い
つ
も
と
は
一
味
も
二
味
も
違

う
�
越
後
妻
有
�
に

会
い
に
行
き
ま
せ
ん

か
？

▼
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
、
情
報
館
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
は
直
訳
す
る
と

電
子
標
識
・
電
子
看
板
に
な
り
ま
す
。
簡

単
に
い
う
と
設
置
し
た
専
用
の
テ
レ
ビ
に

市
の
情
報
を
表
示
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
放
送
内
容
は
市
長
の
定
例
記
者
会
見

や
、
市
報
な
ど
か
ら
情
報
を
ピ
�
ク
ア
�

プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。
市
役
所
、
情
報

館
に
来
た
際
に
は
待
ち
時
間
の
合
間
に
、

ち
�
�
と
し
た
時
間
潰
し
に
で
も
見
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
ガ
イ
ド
で

も
お
知
ら
せ
し
た
、
市
報
音
訳
版
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
公
開
は
県
内
20
市
で
初
の
試
み

で
す
。
何
か
を
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
の
代
わ

り
に
市
報
を
聞
い
て

み
て
は
い
か
が
で

し
�
う
か
。

～山内写真館の世界～

No.40

　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメ
ンズ（男性）、「カジダン」とは家事に積
極的な男性のことです。そんな我が家自
慢のイクメン・カジダンを紹介します。

④

４

(佐) (齋)

〜みなさんの身近な機器の中心部で活躍しています〜

　昭和60年、電子

化が進む中で、本

社が東京にある宮

本警報機㈱から電

子基板の専門とし

て会社が立ち上が

りました。

　創立当時は自動車のバックブザーやテレビなど

のモニタ基盤から始まり、自動車のメーターやカ

ラープリンタ、エアコンを動かす基板などを作っ

てきました。現在は、火災警報器やストーブの基

板の製造が大きな割合を占めています。

　企業発展の基盤は“人作り”を方針としていて、

従業員には技術力があり、離職率が低いことも自

慢の一つです。電子基板の業界も量産品が海外生

産へシフトしている状況ですが、電子部品の調達

から組み立て、検査まで一貫した生産をすること

ミヤモト・トミックス株式会社　十日町工場
代 表 者：常務取締役　宮本　嘉夫
所 在 地：十日町市山谷1228
連 絡 先：☎752-4875
従業員数：73人
事業内容：自動車関連基
　　　　　板、住宅用火
　　　　　災警報器基板、
　　　　　冷暖房機基板、
　　　　　アーケードゲ
　　　　　ーム機用基板

で取引先の信頼を得ています。

　今後は、大量産品は海外展開が進むことを見据

えて、全ての工程を一貫して行うことで、多品種・

少量・短納期への対応

や、高い技術力と高品

質の生産を維持するこ

とが目標です。

　夫婦共働きの我が家では、パパの協力が必要不
可欠！娘とは、仮面ライダー電王のキャラになり
きっていっしょに遊び、夕食づくりや家事もたく
さんやってくれる器用なパパです。（ママより）

　子どもたちの誕生日は、いつもお父さ
んの手作りケーキでお祝いしています。
家事もよく手伝ってくれて、とても頼り
になるお父さんです。（妻より）

パ
パ

：

星
名
直
人
さ
ん
（
32
歳
・
田
川
町
３
）

パ
パ

：

小
杉
和
広
さ
ん
（
45
歳
・
田
川
町
１
）

千手神社祭礼の奉納相撲

　● 撮影時期：昭和30年ごろの８月31日または９月１日

　● 撮影場所：上新井　千手神社相撲場

　奉納相撲の見物席は満員で、大勢の

人々が取組に注目しています。この頃、

県下アマチュア相撲連盟の選りすぐりの

選手が参集し、本格的な取組で会場を沸

かせました。写真右上には、千手発電所

のサージタンクが見えます。

●問合せ：博物館　☎757-5531

　松之山地域にある「安吾の森　翠の散歩道」は平成21年秋に開通した遊歩道です。ブナ林に囲

まれた遊歩道で歴史に思いを馳せながら散策できます。

　「安吾の森　翠の散歩道」は、兎口〜湯峠〜

湯山・湯本を結ぶ旧道を整備した遊歩道です。

名前の由来は松之山ゆかりの作家坂口安吾が松

之山に滞在中、松之山から兎口を経て湯峠に登

り湯本に至るコースをよく散歩していたこと

と、兎口温泉「翠の湯」が起点となっているこ

とから名付けられました。

　この兎口温泉「翠の湯」は、奥深い山に囲ま

れた風情のある露天風呂で、野天風呂と呼ばれ

るほど緑に囲まれて開放的な温泉です。温泉は

源泉掛け流しで白濁色・強い塩分が特徴です。

冬期は閉鎖される山あいにありますが、ブナ林

の中の遊歩道を歩いた後は、翠の湯で汗を流し

てみてはいかがでしょうか。

安吾の森　翠
みどり

の散歩道

安
吾
の
森
　
翠
の
散
歩
道

露
天
風
呂
﹁
翠
の
湯
﹂

◆問合せ：十日町市観光協会松之山支部　☎596-3011
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表彰おめでとうございます
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　十日町市と

一 般 廃 棄 物

（し尿及び浄

化槽汚泥）処

理業者との間

で、し尿など

の適正処理の

継続性の確保を図るため、十日町市合理化事業

計画と業者の策定した事業再編計画の実施に関

する事項について協定を締結しました。

　地域を元気

にするきっか

けにしたいと

企 画 さ れ た

「中里うたご

え喫茶」に、

団塊の世代を

中心に約200

人が集いました。満席となったホールでは、青春時代

を思い出す懐かしの歌声が響き渡りました。（　 鈴木

邦俊さん）

　災害復興支援の

「Oneコインチャリ

ティコンサート」が

開かれ、集まった観

客は美しい歌声とピ

アノの音色に酔いし

れました。収益は全

額十日町市に寄付さ

れます。

十日町小唄の日本一が決定

今年も「きものの街のキルト展」準備始まっています 

し尿処理合併調印式

　
光
の
館
で
開
催
さ
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
ラ
ン
チ
・
空
と

光
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
そ
よ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
ラ

ン
チ
、
オ
カ
リ
ナ
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
に
、
参
加
者
は

す
て
き
な
時

間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
屋

根
を
開
け
て

空
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き

ま
し
た
。（
　

南
雲
志
奈
子

さ
ん
）

　自然環境に親しむためのトレッキングに25人

が参加。自然観察員や森の学校キョロロの研究員

の説明に耳を傾けていました。約５時間の散策で、

自然の深さや豊かさを体感しました。

松
之
山

自然観察トレッキングを開催しました
６月24日㈰：津南町山伏山～大厳寺高原

自
然
の
中
で
ラ
ン
チ
と
音
楽
を
堪
能

川　西

6
月
24
日
㈰
：
光
の
館

下
条
の
歴
史
書
を
目
指
し
て
！

心
を
ひ
と
つ
に
　
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！

十日町
松之山

下
条
地
区

７
月
６
日
㈮
：
松
之
山
体
育
館

　「
広
報
げ
じ
ょ
う
」は
、「
地

域
の
情
報
を
よ
り
広
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
昭
和
51
年
か
ら

発
行
し
て
２
０
０
号
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

１
０
１
号
か
ら
２
０
０
号
を

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製
、

頒
布
中
。委
員
の
皆
さ
ん
は
、

次
は
２
５
０
号
を
目
指
し
て

心
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
（
跳
び
手
10
人

＋
回
し
手
２
人
）
で
跳
べ

た
回
数
を
競
う
「
第
25
回

な
が
な
わ
と
び
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
16
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
写
真
の「
松
中
Ｏ
Ｂ
」

チ
ー
ム
が
、
新
記
録
の

１
７
６
回
を
跳
び
、
み
ご

と
優
勝
と
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ

ン
プ
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

十
日
町

十
日
町

市
　
内

７月１日㈰：クロステン

６月14日㈭：十日町商工会議所

7月11日㈬：十日町市役所

　77人が参加した十日町小唄日本一優勝大会。少

年少女の部では渡辺花梨さん、60歳未満の部では

横山歩美さん、60歳以上の部では田村美紀子さん

がそれぞれ優勝。総合優勝は横山さんが日本一の栄

冠を手にしました。（　 金子又市さん）

　毎年、キルト展に参加しているアネッサ21の皆さん

のハギレ販売の準備が始まりました。売上金は運営費

の一部に充てられています。皆さんは、「古着物をぜ

ひ提供してほ

しいです」と

話していまし

た。（　 関田

秀子さん）

中
　
里

松
　
代

東京新宿から歌声出前喫茶

災害復興の思いを音楽に込めて

７月７日㈯：ユーモール

7月15日㈰：カールベンクスハウス（松代）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
献
血
功
労
）

吉澤織物㈱

　昭和46年から献血バスを受け入れ、

毎回社員の半数以上が献血に協力する

など、長きに渡り献血運動推進に取り

組んできた功績が認められました。
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　「
合
併
か
ら
７
年
が
経
ち
、
顔
合
わ
せ

の
段
階
を
過
ぎ
、
共
に
行
動
す
る
時
期
で

あ
る
こ
と
と
、
行
政
に
頼
ら
ず
に
市
民
が

自
ら
の
力
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
時
代

と
な
っ
た
こ
と
が
重
な
っ
て
、
今
が
こ
の

組
織
を
作
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
、
代
表
の
渡
貫
文
人
さ
ん
（
46

歳
）
は
話
し
ま
す
。
同
じ
思
い
を
持
つ
メ

ン
バ
ー
52
人
が
集
ま
り
、
６
つ
の
部
会
を

つ
く
り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
た
い
、
自
分
の

活
動
を
誰
か
に
相
談
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
に
は
、
目
に
見
え
た
基

地
が
必
要
」
と
の
思
い
か
ら
、
７
月
10
日

㈫
、
念
願
の
拠
点
を
兼
ね
た
相
談
窓
口
を

本
町
分
庁
舎
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
市
内

の
市
民
活
動
の
情
報
が
集
約
さ
れ
、
ほ
か

の
活
動
の
内
容
や
思
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
渡
貫
さ
ん
は
、「
自
分
の
地
域
や
仲
間

の
中
だ
け
で
も
活
動
で
き
ま
す
が
、
隣
の

地
域
や
他
分
野
の
活
動
に
触
れ
る
こ
と

で
、
悩
み
が
解
決
し
た
り
、
活
動
を
継
続
・

充
実
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
活
動
が
と
て

も
大
切
で
、
そ
れ
を
つ
な
げ
、
広
げ
る
こ

と
で
、
市
民
活
動
の
大
き
な
う
ね
り
に
な

る
は
ず
で
す
。
ひ
と
サ
ポ
が
そ
の
こ
と
を

お
手
伝
い
し
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と

で
き
れ
ば
」
と
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を

込
め
ま
す
。

52

あ
る
こ
と
と
、
行
政
に
頼
ら
ず
に
市
民
が

自
ら
の
力
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
時
代

と
な
っ
た
こ
と
が
重
な
っ
て
、
今
が
こ
の

組
織
を
作
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
感
じ
ま
し

人
を
つ
な
げ
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る

　
ひ
と
サ
ポ
は
、
市
内
の
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
す
�「
市

民
の
力
で
ま
ち
を
も
�
と
楽
し
く
し
た
い
、
も
�
と
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持

つ
有
志
が
集
ま
り
、
平
成
23
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
�
人
と
ひ
と
・
団
体
を
つ
な
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
�

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ひ
と
サ
ポ

●
問
合
せ
　
ひ
と
サ
ポ
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

　６つある部会の１つの「心と心のプロジェクト部会」では、あじさい公園
からあじさいを株分けしてもらい、東日本大震災の被災地へ届けました。

　昨年は、市民活動見本市めっか
めっかを企画・運営しました。今
年も、市民活動を広げる取り組み
を予定しています。

　毎月の定例会の様子。メンバーが
講師となる「ワンコイン講座」や、
お互いの情報交換などをする「ひと
サポ茶

さろん

論」を開催しています。
　本町分庁舎内に開設された市民活
動の相談窓口。毎週火・木・土曜日
午後１時～５時の間、受け付けてい
ます。
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